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創る

の
名
前
を
あ
げ

は
同
時
に
日
本

弧
）
と
り
で
あ

県
連
合
会
の
執

わ
け
で
す
。
つ

が
起
っ
て
く
る

贋
民
も
そ
れ
に

甲
で
西
光
さ
ん

を
果
た
し
て
い

長
の
米
田
富
さ

に
は
刀
き
ず
が

ず
が
残
っ
て
い

艮
県
で
小
作
争

そ
し
て
そ
の
帰

で
背
中
を
き
ら

罫
部
落
の
亘

九
二
〇
年
代
の

か
け
て
闘
っ
て

っ
て
い
ま
す
。
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闘
わ
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一
一
二
〇
年
に
闘

阿
で
起
っ
た
農
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い
は
悪
税
奮
廃
せ
よ
、
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
幕
げ
る
ま
で
に
発
展
し
て
い

　
こ
の
場
合
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
こ

と
は
、
も
ち
ろ
ん
三
ケ
村
の
部
落
民
を

中
心
と
す
。
’
こ
う
い
う
農
民
闘
争
１

こ
れ
は
も

Ｗ
一
Ｅ

合
法
的
に
し
か
や
れ
な
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ｐ
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Ｓ

に
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
、
い
つ
警
官

隊
が
急
襲
し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
非
合
法
的
に
指
導
部
を
設
置
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す
る
。
そ
Ｊ
す
る
と
こ
の
指
導
部
へ
い

ろ
ん
な
伝
吻
と
か
を
や
尺
情
報
を
も

っ
て
く
る
の
は
部
落
の
子
供
達
で
あ
っ

た
。
部
落
の
子
供
達
が
こ
の
場
合
無
産

少
年
団
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
小
学
校
三
年
生
以
上
が
こ
の
少
年

団
に
参
加
し
て
い
る
。
五
年
生
こ
八
年

生
は
が
っ
し
り
し
て
い
る
。
そ
う
し
て

争
議
団
の
本
部
を
防
衛
す
る
仕
事
に
あ

た
Ｄ
ま
し
た
。
当
時
出
さ
れ
て
い
る
、

闘
争
通
信
を
み
る
と
三
年
生
、
四
年
生

ま
で
々
査
議
本
部
が
置
い
て
あ
る
内

藤
と
い
う
家
に
と
ま
Ｄ
込
咎
そ
し
て

夜
警
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
、
と
書
か

れ
て
い
る
ｆ
つ
ま
り
村
ぐ
る
み
で
子
供

達
ま
で
が
瀾
い
に
参
加
し
て
く
る
。

　
私
は
一
九
七
〇
年
に
挾
山
の
国
民
行

動
隊
の
一
澱
と
し
て
岡
山
に
入
っ
た
時

に
そ
の
時
の
子
供
の
一
人
で
あ
っ
た
人

Ｉ
現
在
確
か
史
蕊
員
か
何
か
や
っ
て

い
ま
す
け
ど
Ｉ
が
、
△
一
致
団
結
赤
い

砺
立
て
て
地
主
を
征
伐
せ
に
ゃ
な
ら

ん
▽
こ
う
政
う
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
話

を
私
達
隊
員
に
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
が

あ
Ｄ
ま
す
。
’
子
供
達
は
五
ぢ
角
の
青
地

に
赤
い
エ
ネ
メ
ル
で
描
い
た
荊
冠
の
中

に
ハ
ン
マ
ー
と
ク
ワ
が
あ
る
バ
ッ
チ
を

つ
け
写
お
闘
い
の
中
に
参
加
し
た
の

で
す
。

　
こ
う
い
う
農
民
闘
考
部
落
差
別
糾

弾
の
闘
い
か
ら
小
作
料
の
減
歿
悪
税

反
対
の
闘
い
に
ま
で
発
展
し
た
よ
う
な

闘
い
、
こ
う
い
う
こ
と
が
一
九
二
〇
年

代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
闘
わ
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１

は
部
落
の
中
の
農
民
の
闘
い
の
発
展

は
、
そ
う
い
う
風
に
部
落
差
別
の
本
質

的
な
問
題
を
は
っ
き
り
み
き
わ
め
が
つ

け
る
階
層
が
解
放
運
動
の
前
面
に
出
て

き
た
、
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。全

国
水
平
社

解
丿
消
意
見

　
そ
れ
じ
ゃ
問
題
は
な
か
っ
た
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
常
に

大
き
な
問
題
が
起
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
一
九
三
一
年
に
全
国
水
平
社
の
中

で
全
国
水
平
社
解
消
意
見
と
い
う
も
の

が
出
さ
れ
た
の
で
す
。
全
国
水
平
社
の

九
州
連
合
会
が
提
出
し
た
形
に
Ｉ
応
な

っ
て
い
ま
す
け
ど
、
実
は
、
差
別
の
根

拠
は
権
力
に
あ
る
と
言
っ
て
い
た
人
”
’

が
、
こ
の
フ
几
三
一
年
の
段
階
で
解
消

意
見
を
出
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
全
水
は
解
消
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
全
国
水
平
社
は
「
反
動
」
的

組
織
で
あ
る
。
こ
う
い
う
規
定
ま
で
し

た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う

事
か
。
部
落
の
労
働
者
は
労
働
争
議

を
、
農
民
は
小
作
争
議
を
闘
っ
て
い

る
、
そ
う
し
た
ら
ー
簡
単
に
言
っ
て
し

ま
え
ば
Ｉ
全
水
の
よ
う
な
組
織
は
い
ら

な
い
。
部
落
の
労
働
者
は
労
働
組
合
に

組
織
せ
よ
。
部
落
の
農
民
は
農
民
組
合

に
入
れ
。
と
い
う
の
が
そ
の
内
容
で
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
全
水
を
戦
闘
的
に
解

消
せ
よ
。
部
落
の
労
働
者
は
労
働
組
合

と
い
う
階
級
的
な
基
本
組
織
の
中
へ
入

る
べ
き
で
あ
っ
て
、
封
建
的
な
観
念
を

問
題
に
す
る
よ
う
な
全
水
の
よ
う
な
組

織
を
残
し
て
お
く
こ
と
は
、
反
動
的
な

団
体
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
い
う
意
見
が
出
る
こ
と
に
よ
っ
て

全
水
は
大
荒
れ
に
荒
れ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
う
し
た
意
見
が
生
れ
た
の
は
労
働

争
議
小
作
争
論
に
日
を
奪
わ
れ
て
階
級

徊
争
該
屁
化
し
た
た
め
で
す
ね
Ｉ
い
・

ま
や
資
本
と
労
働
と
の
対
決
で
あ
る
。

に
あ
っ
て
一
九
三
一
年
に
は
全
水
解
消

意
見
が
出
さ
れ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
一
九
三
一
年
に
は
日
本
共
産
党
は
一

つ
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
三
一
年

テ
ー
ゼ
と
い
い
ま
す
。
当
時
の
共
産
党

は
今
と
違
っ
て
国
際
共
産
党
日
本
支
部

な
ん
で
す
ね
。
中
国
共
産
党
で
も
国
際

共
産
党
中
国
支
部
と
い
う
。
一
九
三
一

年
全
水
解
消
意
見
が
出
た
同
じ
時
に
、

三
一
年
テ
ー
ゼ
と
い
う
も
の
を
日
本
共

産
党
は
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
三
一
年

テ
ー
ゼ
は
国
際
共
産
党
。
（
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
）
で
作
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本

の
当
時
の
階
級
闘
争
の
状
態
を
科
学
的

に
分
析
し
て
指
針
を
示
そ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
し
か
し
こ
の
三
一
年
テ
ー
ゼ

の
分
析
の
仕
方
に
は
階
級
闘
争
を
図
式

的
に
わ
わ
き
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
０
と
く
に
日
本

資
本
主
義
の
歴
史
的
特
性
を
軽
視
し
て

い
た
。
　
　
‐

　
そ
の
影
響
が
三
一
年
の
全
水
解
消
意

見
に
あ
っ
た
、
と
い
う
ふ
う
に
見
る
こ

‘

と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
一
九
二
二
年
に
全
国
水
平
社
が
生
ま

れ
る
。
ブ
几
二
五
年
以
降
９
Ｍ
９

別
を
つ
く
っ
て
い
る
大
も
と
は
権
力
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
そ
の
明
ら
か
に
し
て
い
く
背
景
に

は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
部
落
の
労
一

勘
考
や
農
民
が
運
動
の
中
へ
参
加
し
て

く
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
’

が
、
こ
れ
を
図
式
的
に
と
っ
て
し
ま
言

て
へ
全
水
を
解
消
し
て
し
ま
え
と
い
う

意
見
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
あ
る
種
の
弁

証
法
で
す
ね
。
エ
エ
も
ん
は
全
部
工
工

の
じ
ゃ
あ
な
く
て
、
エ
エ
も
の
の
中
に

も
ワ
ル
い
も
の
が
あ
る
。
ワ
ル
い
も
ん

の
中
に
も
エ
エ
も
ん
が
あ
る
。
こ
の
関
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ん
。
ま
さ
に
金
氷
の
運
動
を
高
め
て
庶

た
部
落
の
労
働
者
農
民
の
闘
い
が
発

展
し
て
く
る
中
で
、
労
働
者
は
労
働
組

合
、
農
民
は
晨
民
組
曾
つ
ま
り
全
氷
解

消
論
の
方
向
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
一

（
つ
づ
く
・
も
ろ
お
か
す
け
ゆ
き
氏
は
、

部
落
解
放
同
盟
大
険
府
己
矢
田
支
部

員
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行
動
の
構
造

メ
ル
ロ
ー
・
・
ポ
ン
テ
ィ
　
滝
浦
・
木
叫
訳
　
　
一
六
呂
円

各
分
野
の
学
問
の
理
論
的
成
果
を
ふ
ま
え
、
行
動
の
概

念
の
検
討
を
通
し
て
人
間
存
在
の
意
味
を
基
礎
つ
け
る

眼
と
精
神

メ
ル
ロ
ー
ー
ポ
ン
テ
ィ
　
滝
浦
・
木
田
訳
　
　
一
篇
円

著
者
の
生
前
最
後
に
発
表
さ
れ
た
、
そ
の
哲
学
の
真
髄

を
示
す
芸
術
論
「
眼
と
精
神
」
と
他
に
三
編
を
収
め
る

知
覚
の
現
象
学

メ
ル
ロ
ー
ｎ
ボ
ン
テ
ィ
　
竹
内
・
小
木
訳
　
Ｉ
一
回
円

身
体
の
知
覚
的
・
運
動
的
・
性
的
指
向
性
に
よ
る
世
界

と
の
か
か
わ
り
を
解
明
。
著
者
の
哲
学
の
基
盤
を
示
す

伺
９
め
の
豊
か
さ

Ｄ
・
リ
ー
’
ス
マ
ン
　
加
藤
秀
俊
訳
　
　
　
Ｌ
菩
円

六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
社
会
の
「
豊
か
さ
」
を
、
巨
大
な

テ
ク
ノ
四
ジ
ー
文
明
と
心
関
連
に
お
い
て
考
察
・
批
判

人
種
と
歴
史

レ
ヴ
ィ
ｎ
ス
ト
ロ
ー
ス
　
荒
川
幾
男
訳
　
　
六
〇
〇
円

文
化
の
パ
タ
ー
ン
を
歴
史
的
空
間
的
に
捉
え
、
人
種
の

平
等
を
見
る
。
構
造
主
義
へ
の
素
描
を
な
す
初
期
論
文

構
造
人
類
学

レ
ヴ
ィ
ｎ
ス
ト
ロ
ー
ス
　
川
田
順
造
他
訳
　
　
言
角

未
開
社
会
の
言
語
・
親
族
・
社
会
組
織
・
宗
教
・
芸
術

な
ど
、
核
心
的
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ら
展
望
を
示
す
主
著

現
象
学
の
理
念
か
く
れ
た
次
元

Ｅ
・
フ
ッ
サ
ー
ル
　
立
松
弘
孝
訳
　
　
　
　
一
菩
円

ハ
イ
デ
ガ
ー
、
サ
ル
ト
ル
ら
に
影
響
を
与
え
、
現
代
思

想
の
底
派
を
な
す
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
基
本
的
な
書

内
的
時
間
意
識
電
象
学

Ｅ
・
フ
ッ
サ
ー
ル
　
立
松
弘
孝
訳
　
　
　
　
一
菩
円

純
粋
感
覚
与
件
の
時
間
構
成
と
そ
の
基
礎
に
あ
る
〈
現

象
学
的
時
間
〉
の
自
己
構
成
を
テ
ー
マ
に
意
識
を
把
握

死

と
愛

実
存
分
析
入
門

　
Ｖ
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
　
霜
山
徳
爾
訳
　
　
ハ
Ｏ
Ｏ
円

　
従
来
の
心
理
療
法
の
盲
点
を
つ
き
、
補
充
す
る
画
期
的

’
な
害
。
世
界
各
国
で
翻
訳
さ
れ
た
著
者
の
学
問
的
主
著

ｊ

： 軋

幼
児
殺
し
の
世
界

Ｇ
・
プ
ー
ト
ウ
ー
ル
　
宇
佐
見
英
治
訳
　
　
　
一
§
円

戦
争
社
会
学
の
創
唱
者
が
人
口
過
密
と
戦
争
と
の
関
係

を
鋭
く
え
ぐ
る
。
危
機
的
状
況
に
あ
る
今
日
へ
心
警
告

Ｅ
・
Ｔ
・
ホ
ー
ル
　
日
高
・
佐
藤
訳
　
・
　
一
回
円

　
〈
空
間
〉
利
用
の
視
点
か
ら
人
間
と
文
化
に
ア
プ
ロ
ー

チ
。
優
れ
た
文
化
人
類
学
者
に
よ
る
予
Ｔ
ク
々
把
揖

精
神
疾
患
と
心
理
学

Ｍ
・
フ
ー
コ
ー
　
神
谷
美
恵
子
訳
　
　
　
　
五
〇
〇
円

精
神
病
理
と
身
体
病
理
の
関
連
、
狂
気
と
文
化
な
ど
の

問
題
の
哲
学
的
批
判
と
考
察
。
最
良
の
フ
ー
コ
ー
入
門

分

箭

く7）

少

女

く7）

手

記

セ
シ
ュ
エ
ー
　
村
上
仁
・
平
野
恵
訳
　
　
　
六
〇
〇
円

少
女
ル
ネ
の
全
快
ま
で
心
回
想
と
心
理
学
者
た
る
著
者

の
精
神
分
析
的
解
釈
。
感
動
的
な
「
こ
こ
ろ
」
心
記
録

錯
デ
ボ
ラ
の
世
界

ハ
ナ
・
グ
リ
ー
ン
　
佐
伯
・
笠
原
訳
　
　
　
　
一
回
円

士
ハ
歳
の
少
女
の
三
年
間
の
精
神
病
院
で
心
生
活
と
、

現
実
へ
心
旅
路
Ｉ
Ｉ
・
・
狂
気
の
世
界
の
魅
惑
と
ふ
し
ぎ
さ

政
治
的
対
話
篇
ひ
き
裂
か
れ
た
自
己

ク
ラ
ン
ス
ト
ン
　
山
下
・
中
野
・
岡
和
田
訳
　
一
四
呂
円

一
五
大
九
世
紀
の
。
大
思
想
家
た
ち
が
登
場
。
単
な
る

架
空
対
話
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
知
的
興
味
に
満
ち
た
議
論

宗
教
改
革
の
時
代
ユ
ン

Ｇ
・
Ｒ
・
エ
ル
ト
ン
　
越
智
武
臣
訳
　
　
　
　
菖
角

宗
教
改
革
を
軸
に
、
中
世
か
ら
近
代
へ
と
向
う
転
換
期

の
時
代
相
と
人
物
群
像
を
卓
抜
な
筆
致
で
鮮
か
に
再
現
．

ブ
ブ
ノ
レ

腎
こ
几
鮒

､心｀4

￥ド

Ａ
・
Ｄ
・
レ
イ
ン
　
阪
本
・
志
貴
・
笠
原
訳
　
九
五
〇
円

・
狂
気
と
は
？
　
笠
気
と
は
？
　
新
し
い
精
神
科
医
運
動

の
旗
手
レ
イ
ン
に
よ
る
尋
裂
硝
ｙ
の
深
淵
へ
心
探
究

　
ユ
ン
グ
自
伝

河
合
隼
雄
・
藤
繩
昭
・
出
井
淑
子
訳
　
Ｉ
Ｈ
各
一
碧
円

独
自
の
分
析
心
理
学
を
創
出
し
広
軌
に
影
響
を
与
え
た

ユ
ン
グ
が
そ
の
幼
児
期
か
ら
の
内
面
世
界
の
旅
を
語
る

塵
∇
し
つ
こ

一
般
シ
ス
テ
ム
理
論

ベ
ル
タ
ラ
ン
フ
ィ
　
長
野
敬
・
太
田
邦
昌
訳

生
物
・
社
会
・
心
理
等
の
諸
過
程
へ
の
シ
ス
テ
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
。
サ
イ
バ
ネ
チ
ク
ス
や
情
報
理
論
の
先
駆

歴
史
に
お
け
る
科
学

。
ハ
ナ
ー
ル
　
鎮
目
恭
夫
訳
　
　
全
４
冊
　
各
ハ
○
○
円

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
科
学
の
知
的
発
展
と
社
会
制
度

と
し
て
の
形
成
の
過
程
を
人
類
史
の
上
に
あ
と
づ
け
る

人

間

機

械

論

Ｎ
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
　
池
原
止
戈
央
訳
　
　
　
七
〇
〇
円

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
創
始
者
が
社
会
生
活
諸
現
象
へ

の
そ
の
適
用
と
影
響
を
論
じ
現
代
文
明
の
特
質
を
語
る

地
質
学
へ
の
招
待

マ
シ
ュ
ー
ズ
　
竹
内
均
・
牧
ま
り
え
訳
　
　
八
五
〇
円
・

多
数
の
挿
画
と
平
易
な
解
説
で
新
し
い
地
質
学
を
紹
介

す
る
。
高
ま
り
つ
っ
あ
る
地
球
へ
の
関
心
に
応
え
る
書

量
子
力
学

朝
永
振
一
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
§
Ｈ
一
回
円

世
界
的
に
有
名
な
〈
ト
モ
ナ
ガ
の
量
子
力
学
〉
。
量
子
論

の
形
成
過
程
、
量
子
化
の
論
堤
心
核
心
を
明
確
に
示
す
、
｀

現

代

化

学

史

ア
イ
ド
鎌
斧
藤
井
こ
勝
田
訳
　
Ｔ
こ
ハ
呂
・
旦
§
円

そ
の
初
期
か
ら
今
日
に
至
る
ル
ぷ
歴
史
を
、
社
会
と

の
関
連
に
お
い
て
記
述
。
科
学
史
研
究
に
必
読
の
大
著

デ
バ
イ
化
学
物
理
学

和
田
昭
尤
・
和
達
一
二
樹
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
言
詞

近
代
化
学
物
理
学
ら
創
始
者
が
浙
明
に
そ
の
基
礎
知
識

を
解
説
し
、
応
用
例
を
取
扱
う
。
巨
匠
最
後
の
名
講
義

攻
撃
孟
の
自
蕊

ロ
ー
レ
ン
ツ
　
日
高
・
久
保
訳
　
全
２
冊
各
七
五
〇
円

生
態
追
跡
に
よ
っ
て
動
物
の
攻
撃
本
能
を
詳
細
に
研
究

ｔ
、
人
間
と
そ
心
社
会
に
痛
烈
な
批
判
と
示
唆
を
な
す

偶

然

万と

必

然

ジ
ャ
ッ
ク
・
モ
ノ
ー
　
渡
辺
格
・
村
上
光
彦
訳
窟
円

生
命
当
り
ク
ジ
論
り
１
１
　
ノ
ー
ベ
ル
賞
生
物
学
者
の
投
じ

た
波
紋
が
世
界
を
沸
か
せ
て
い
る
。
ま
さ
に
問
題
の
書

ノ
バ
　
…
…
…
、
’
Ｊ
に

‘
・
回
万
ズ
ノ
…
…
…
ず
�
ご
宍
☆
⊃
ら
ニ
ベ
が
こ
”
‘
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